
クリニカルラダー段階別到達目標 【役割・看護・教育】  

 レベルⅠA レベルⅠB レベルⅡ レベルⅢ レベルⅣ レベル S レベル M レベル TM 

 

新卒 

新人 1 年

目 

既卒 

精神科 1

年目 

   

専門・認定看

護師 

及び準ずる者 

副師長 師長 
部長 

副部長 

到達

目標 

指導を受け

ながら、自

立に向けた

技術の習得

ができる。 

 

 

助言を受け

ながら、精

神科技術に

おいて、自

立に向けた

技術の習得

ができる。 

自立・自律的

な看護業務が

遂行できる。 

専門領域にお

いて役割モデ

ルになること

ができる。 

チームメンバー

の方向付けや後

輩の育成及び部

署の目標達成に

向けた自己役割

の遂行ができ

る。 

修得した専門知

識、技術を発揮

し、専門分野に

おいて院内外の

医療、看護の質

の向上と教育が

できる。 

看護実践のリ

ーダーとして

現任教育の中

心的役割を担

う。師長を補

佐しスタッフ

とのパイプ役

となる。 

病院運営の動

向をふまえた

行動を起こ

し、看護単位

でマネージメ

ントができ

る。 

看護部内の理

念及び目標を

達成するため

に部内の管理

者としての責

務を果たす。 

役割

遂行 

○岡本台病院の理念・目

標を理解できる。 

○変則勤務の看護業務に

応じて、生活時間及び体

調を整えることができ

る。 

○チームリー

ダーの役割を

理解し、メン

バーシップを

発揮すること

ができる。 

○看護チーム

の一員として

自覚を持ち、

責任ある行動

がとれる。 

○看護部委員

会の委員を担

うことができ

る。 

○チームリー

ダーの役割を

理解し、リー

ダーシップを

発揮すること

ができる。 

○臨地実習指

導者の役割を

理解し、指導

を行うことが

できる。 

○精神科看護

の専門性を高

めるために自

己研鑽でき

る。 

○看護部委員

会の委員を担

うことができ

る。 

○看護部の目標

達成のために、

病棟全体の看護

の質の向上に貢

献できる。 

○あらゆる場面

でリーダーの役

割を理解し、リ

ーダーシップを

発揮することが

できる。 

○看護部委員会

の委員を担うこ

とができる。 

○専門分野の看

護について、実

践モデルとなれ

る。 

○専門分野の看

護へ進むための

動機づけができ

る。 

○院内・看護

部内の委員会

活動で役割が

果たせる。 

○師長代行が

できる。 

○質の高い看

護実践のでき

る人材を育成

する。 

○病院倫理に

基づき、経営

に参画する。 

○質の高い看

護管理者を育

成する。 

○患者満足度

の看護が提供

できる看護部

作りを行う。 



看護

実践 

 

○基本的な看護実践（看

護技術・看護の展開）が

できる。 

○指導を受けながら、精

神科の知識・技術を習得

できる。 

○日常的に必

要とされる看

護業務をほぼ

単独で実施で

きる。 

○支援を受け

ながら、個別

性を考えた受

け持ち患者の

看護が実践で

きる。 

 

○自らの判断

で、個別性を

考えた受け持

ち患者の看護

実践ができ、

役割モデルが

とれる。 

○研修を看護

実践に生かす

ことができ

る。 

○論理的かつ実

践的知識を統合

して、卓越した

看護を実践でき

る。 

○専門分野にお

ける知識と技術

を活用し、看護

の質の向上に貢

献できる。 

○部署の看護

体制の運営を

円滑に行うた

めにスタッフ

の役割行動が

とれるよう指

導できる。 

○部署の看護

体制の運営を

円滑に行うた

めに、人的・

物的環境を整

えることがで

きる。 

○組織を活か

す看護マネー

ジメントの実

践ができる。 

教育 

 

研究 

○研修に主体的に参加

し、学習を継続すること

ができる。 

 

○自ら研修に

参加し、基礎

知識を深める

ことができ

る。 

○看護研究に

ついて関心を

持ち、学習す

ることができ

る。 

○新人指導を

行うことがで

きる。 

○テーマを持

ち看護研究に

取り組むこと

ができる。 

○プリセプタ

ーの役割を理

解し、新人指

導を行うこと

ができる。 

○単独で専門領

域や高度な看護

技術等について

の自己教育活動

を展開すること

ができる。 

○臨地実習の受

け入れ体制を調

整し、学生指導

ができる。 

○教育計画の企

画・実施・評価

に関する助言や

指導ができる。 

○プリセプター

の役割を持つ後

輩に対して、指

導・助言ができ

る。 

 

 

○自己研鑽をは

かり、専門分野

において病院内

外での教育が実

施できる。 

○研究活動にお

いてコンサルテ

ーションができ

る。 

○自己を把握

し、自己研鑽

に取り組む。 

○スタッフ

個々に合った

関わりができ

る。 

○スタッフの

研究活動を支

援し、研究成

果を業務に反

映できる。 

○マネージメ

ントを評価し

て自己研鑽で

きる。 

○研究活動が

活発になるよ

うな職場風土

を作ることが

できる。 

○看護職員の

キャリア開

発、自己実現

を支援するた

めの環境を整

えることがで

きる。 

○研究活動を

奨励できるよ

うなマネージ

メントができ

る。 

 


